
令和７年度補助事業の概要 

(公益社団法人 日本海海難防止協会) 

 

１．船舶交通の安全対策に関する調査研究事業 

近年の海上の安全を取り巻く環境は、台風等の自然災害の激甚化や頻発化に加え、

地球温暖化対策としてのＬＮＧや水素等次世代エネルギーの船舶燃料への活用、洋

上風力等の再生可能エネルギーの利用促進のほか、観光立国に向けての大型クルー

ズ客船の寄港拡大等、大きな変化を遂げている。今後、新潟港においても洋上風力

発電施設の建設に伴う作業船舶や大型クルーズ客船の増加が予想され、船舶の航行

環境は大きく変化することが懸念される。 

このような状況を踏まえ、新潟港における港湾の現況等を整理するとともに、周

辺海域及び港湾における航行環境の変化を調査し、航行安全に係る課題等を検討す

る調査研究を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．海難防止に関する周知宣伝事業 

海難防止思想の普及・高揚に関するグッズ等の作成、配布を行うとともに地方海

難防止強調運動推進連絡会議を開催し、関係機関と連携して海難に対する意識を高

め、事故の未然防止に繋げている。 

また、当協会の業務や海難防止に関する連絡事項などを掲載した会報を年３回発

行し、海難防止や海上交通安全への関心を高めることができた。 

 

 

 

 

 

【調査報告書】 

【委員会開催】 

まえがき 

この報告書は、令和７年度に公益財

団法人日本海事センターからの補助金

を受けて実施した、海難防止に関する

調査研究事業の「日本海主要港湾にお

ける船舶交通の安全対策に関する調査

研究（新潟港)」を取りまとめたもので

ある。 
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